鎌倉市自治基本条例策定支援会議要綱

（趣旨・設置）

第１条　この要綱は、本市の（仮称）自治基本条例（以下「基本条例」という。）の素案を策定するために設置された鎌倉市自治基本条例策定市民会議（以下「市民会議」という。）を支援し、新しい公共と自治を検討するため、庁内に（仮称）自治基本条例策定支援会議（以下「支援会議」という。）を設置し、その組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。

（所掌事務）

第２条　支援会議の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。

(1)　市民会議に対する資料の提供及び助言についての事項
(2)　新しい公共と自治の検討についての事項
(3)　市民会議が策定する基本条例素案の法的又は制度的な検証についての事項
(4)　市民会議との協議調整についての事項
（構成）

第３条　支援会議の構成は、次のとおりとする。

(1)　委員長　　経営企画課長
(2)　副委員長　総務課長
(3)　委員　　　行革推進課長、市民活動課長及び都市計画課長
２　委員長は、必要に応じ、臨時委員を置くことができる。
（職務）

第４条　委員長は、支援会議を招集してその議長となり、会議を総理する。

２　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。
（意見の聴取）

第５条　支援会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。
（新しい自治を考えるチーム）

第６条　支援会議に、基本条例素案について市民会議と実務的に協議調整を行うため、新しい自治を考えるチームを設置する。

２　新しい自治を考えるチームは、委員から推薦された職員及び公募職員によって構成する。
３　新しい自治を考えるチームにチームリーダー及びチームサブリーダーを置く。
４　チームリーダーは委員長が指名し、チームサブリーダーはチームリーダーの指名する職員をもって充てる。
５　チームリーダーは、新しい自治を考えるチームにおいて検討した事項を支援会議に報告しなければならない。
（ワーキンググループ）

第７条　委員長は、委員長の指名する課等の職員によるワーキンググループを設置することができる。
（庶務）
第８条　支援会議（ワーキンググループを含む。）及び新しい自治を考えるチームの庶務は、経営企画部経営企画課において行う。
（その他）

第９条　この要綱に定めるもののほか、支援会議の運営に関し必要な事項は委員長が支援会議に諮って定める。
付　則

この要綱は、平成１８年７月１０日から施行する。
